







ンデッロにみる近代化と感覚変容」 また吉本秀之氏による「カメラ・オブスクラの歴史」という二 の発表があった。和田氏の発表では、感覚変容の装置 しての列車を直接的な対象としている。列車は、イタリア近代化の過程、都市と郊外という感覚の形成においてきわめて重要な役割を果たすとともに、とりわけ未来派の表現と知覚にとって決定的な意味をもっている。例えば、アントン・ジュリア・ブラガリアの「フォト・ディナミズモ」のように、
点としての〈現在〉の平面のうえに〈過去〉

















ら二〇一四年までのイタリアにおける未来派批評の変遷」の二つの報告が行われた。松浦史の発表では ンフラストラクチャー」という言葉によって、感情を流通させ 通路としてのいわば「小さなインフラ」が意図されている。そのような流通形態、表記可能な場を前提とすることによって、 「我と他」が感情において一つに る場としての「感情移入
(em
pathy) 」とモ
ダニティの問題が
（とりわけ日本の文学・美術史のコンテクスト
のなかで）
論じられていった。一方、横田氏はこれまでおもに
230
報告
事典的な記述におけるカメラ・オブスクラの様態をたどることにより、カメラ・オブスクラの多様な目的と機能の志向を丹念に確認していった。　
すでに述べたように、これらの企画は科研プロジェクトのな
かでのワークショップではあるが、公開の研究会としているため、学生、教員や一般の参加者も加わったかたちで発表 質疑応答が行われた。これに続く企画としては、二〇一六月二月に国内研究者によるシンポジウムが予定されている。　
